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一次元レーダー一信号の低速度相関方式

　鈴　木　道　雄＊

　塚本信夫＊
（昭和4．2年8月30［ヨ受理）

Lovv・Speed　Cross・Correlation　Radar　Signal　Detection　System，

　　　　　　　Michio　SuzuKI

　　　　　　　Nobuo　TsuKAMOTO

Department　of　Electronic　1；Aaculty　of　Engineering

　　　Imlokkaiclo　University，　Sapporo，　］APAN

　　　　　　〈Received　August　30，　1967）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　In　this　paper　a　low－speed　cross－correlation　system　available　for　a　one－demensional

rac　dar　signal　detection　system　was　presented．　ln　practice，　the　simplicity　of　an　equipment

is　of　great　importance，　this　system，　which　promised　considerable　improxrement　of　signal－

to－noise　ratio，　was　found．　to　be　applicable　especially　in　its　simplicity．　lnterpretation　of

the　operatatixre　princip｝e，　a　concrete　method　of　realizing　it　and　some　theoretical　analysis

were　described．　The　experimental　results　obtainecl　using　the　experimental　device　made

in　our　laboratory　were　also　presented．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　　本報告は軌道用1量牽害物探知レーダーの翻発の一端として，一…．．．一次元レーダー艦．．号受信の．．．．一・方

式を発表するものである。

　　今Eほで，レーダー信号等の1製関方式として種々発表されてはいるが，いずれも実際面に

漁って，その装．置自体かなりの複雑性をもつものであり車載用レーダーとしてはその占積率，

経済性，それに儒頼性等を考えると考ずしも適当なものではない。そこで一次元レーダーであ

る事，しかも比較的探知距離の短い出：等の条件から夢1三常に簡単な装置を用いて，相当燈の信弩

対雑音比の改善の期待される本方式が有用なものとなる事が判明した。ここではその方式の動

作原理の説明ならびに具体的な実現方法を述べそれに次いで簡単な理論的解析を背ない最後に

実験室において試作した装置：による実験娃果を示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。　概　　　要

tz　一ダー信号受信に際して重要となる諸鷺として，次のものがあげられる。すなわち（1）最

＊　電’f“rm1：学科電波応用工学講座
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大探知距離，（2）距離分解能，それに（3）データー獲得時間である。このうち（1）に関しては受信

系の設計に当り出来るだけ大きなものを与える事が望ましいであろう。それはもしも必要以上

の遠方までをも探知する能力を得る事が出来る場合には，送信電力を決定する送信系に，より

小なる装置に代用出来るであろうし，また，ある場合にはより大なる信頼性を獲得繊来るであ

ろうからである。しかし（2）及び（3＞においては必要以．しのその品質向上は必ずしも有益であ

るとは限らない。なぜなら，（3）においては障害物の存在を知ってから，人間を含めてのそれに

対する措置を行なう制御系の応答時闘にくらべて無楓＝i二1来る場合には（3）における品質向一ヒ

は意味をもたないものであるからである。一次元レーダーでは（3）は通常非常に短いものであ

り，今の場合にぱ数μsであると考えられる。それゆえ実用上差しつかえの無い限りまでに（3）

を延長することによって五号韓雑音比の改善をはかる事が出来る。このことにより簡単な装置

による相r嶺造の信号対雑音比の改善が可能になるのである。話頭対雑音比改善を目的とした相

関方式には自己棚i周方式と相互相関方式があるが，ここでは相互相関方式を採用する。

入力
17イノL．・y一 × 積分器

出力

相関パルス
遅　廷

　丁

　　　　　　　　　　Fig．　1．　Biockdiagram　of　funclamental　principle　of

　　　　　　　　　　　　　　cross－correlation　system．

この方式の原理をFigユにより示したが入力信暑は，適当なろ波器を通った後遅延時闘τの楕

関パルスとの積の演算がなされ最後に位／扇面う波器，すなわち積分器を通じて出力となる。Fig．

1に示される装遣では基点とする時刻よりτ秒の遅れの位置に対応する信号が出力に現われる

ものであって，このままでば，全期間にわたる，すなわち，距離全体にわたる信号は得ること

が出来ないので実際には種々のτに鮒するものを並列に使用するか，あるいは時闇的にτの変

化を与えて，それによって完全なパターンを得なければならないであろう。ここに述べるもの

は後者であって，二次元tz　一ダ一等，通常はデーター獲得時間が極度に長くなるので用いられ

ないのであるが，ここに述べる場舎においては充分に有能なものであることが明らかになっ

た。Fig．！に示される装置を，距離分解能に等しい個数を用意した従来の方式に比して本方式

がいかに簡単であるかは容易に察することが出来る。ここではこの様な方式によって入力信母

に相関操作を施し，その後に得られる脚力信号についての波形，距離分解能，信号対雑音比そ

れにデーター獲得時間についての計算と実験によってその大略を示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　2，　方式の説明

　　ターゲットが静止の状態にある時にぱそれからの反射信号ぱ既知の同期Toを有する周期

信号である。今周期T6なるToとわずかに異なる周期をもった相関パルスによってその反射信
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号に相関操作を施すことによりその周波数スペクトラムは，周波数の原点付近に集中した成分

を有するものである。一方白色雑音は，分散して現われるであろうから適当な低域フィルター

によって信暑対雑音比の改善された反射信号を取り出す事が出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．計算解析

　　混乱をさけるためにIXIによって，原理ブロック図中の信号及び雑音の時間関数を明示して

おく。まず入力，信号，雑音成分を各々鼠の，煽のとし，入力信号はそれらの線形結合より成

るものとし，雑音は定常，正規分布の仮定を満たすものとする。フィルターは受信機器の相関

　　　　　　　　　、フ・7L・i’一一＼熊器携騨、
　　　　　　　　　　””’．，　i”・，，　Th

”一・．．．．

D　””・，，　”’x，

　　　　　　　　　　　＼　鎖f？、溜ll淺　で

　　　　　　　　　　　　　tt’　’t’　／’t　tt’　tt’
51卯。！． 述乙（尤） 虜α） 過α（ズ） βo（か

～015e． η乙ω 1zナ（オ）

α（オ）

ηαω ηo（ズ）

　　　　　　Fig．2．　　Principle　and　de丘nitlon　of　the　principal　symbols　used　here．

器以前に接続されているすべてのもの，たとえば，アンテナ系，LF増幅二等を代表するもので

あって，いずれも線形動作をするものと仮定する。フィルター通過後の信号成分は周期％の周

　　　　　　　　　　　　　5プ（の＝Σ3チ¢一〃tTo）
　　　　　　　？1b「．＝」…OQ

　　　　　’17L＝…　一2，　一1，0，1・・・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　綱詑鰹脈論

と書くことが出来る。こ二に塩のは一周期中の儒号波形である。∫プωがこの周期とわずかに異

期信愚であるからなる周期丁6をもつu（t）　tsる相関パルスによって相関操作が繍えられ，その

後の波形を∫，、ωとすれば，（2）式となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　s・L（・（の一ΣΣsチ（t一ノノ乃To）z〆¢一nT6）　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　’）lt「＝．．　・co　？1．・　’．’oo

ここで前と同じく

　　　　　：：1∴∴瞬1　（・）

また以後～にて，フーリエ変換を表わすものとする。
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すなわち

　　　　・（・〉一レ）・帽・　　　　　　　（・）

さて，（2）式の関係は，δ欄数の導入により（5＞式び）如く表わすことが出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　㍉（t）＝＝2r，　fe　fb’　Σ　　　Σ　9；・（〃3α，o）it’（ノzω6）×δ｛ω一（ノπωo十7zω6）｝　　　　　　　　　　　（5＞

　　　　　　　　　　　．tiL　’tt　DO　？1．ttttOQ

ここに，ωo－2ガTo，ω6＝2π／％，ノ1一ωo／2π，（5＞式は相関パルスu（t）によって1個の信号アンサ

ンブル∫∫（t）がサンプリングされた後無限に続く波形のフーリエ変換を示している。Fig．3は，

この時の周波数スペクトラムの様子を示している。

h，

1い講御ラ厭

二二＝　雑盲ス・・／・7Fラトク，ム蜜震

fU

nu

1一「1Y伽）｝

I　i
ii　ii

Ilii　l

lilli　I

ilill“i　l

聞．÷

撫二÷
1隠∫＿…＿二…

i11トきンヨi．
…ILIII…1，

ゼ

Afo

1－Y一　一一一一一一一

，．しこ一＝一一二・モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　f一τ　　　2f。

　　　　　　　Fig．3．　　Intensity（lensity　spectrum　of　signal　and　noise　after　the

　　　　　　　　　　　multiplying　operation　with　reference　s三gnal　u，（t）．

Fig．　3の如くに信号成分の周波数スペクトラムは周波数0を中心として一一．一次，それよりωoの間

隔をもって高次の項が存在する。…一方雑音成分は一様に分散されたものとなっており，Fig．3

の点線に示したような低域フィルターの操作によって信号対雑音比が改善され得る事がわか

る。今，低域フィルターの伝達関i数をY（ZcD〉とすると，

　　　　袋。（ω〉＝y伽）頂、、（ω）　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

であるから今ω6＞ωGと仮定しω6一ωo一ノωo，nL　＝　／）　一　C／，π一gとおきかえると（5）式のδ一関数の

都分はδ｛ω一（♪ω0＋gJω0＞｝　とかけるから，　ee（t）あるいは身④の最大帯域を±たω0としたとき

に2細ωo＜ωGが満たされているものとすると，Fig．3の周波．数スペクトラムは重なり合うこと

なく♪二〇の時・のみ0でない値をもつことから，（6）式は

　　　　　　　　　　　ん
　　　　30（ω）＝ノ「6プ6’　Σ］　9｝（一（1ωo）痘ノ（9ω6）×Y　（ia））δ｛ω一（1∠ωo｝　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　　　　　　　　　　（1　＝・．．．k
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これから出力信号の最大瞬時電力として

　　　　　ls。（t）12　…（f。fb’）21Σ3∫（一9ω。）π’（9ω6）y（iq∠tu。＞eifldω・t・12　　　　　　　（8）

　　　　　　　　　　　　．．死孟，

らは最大値を与える時間である。

さて，次に雑音のみ入力として印加された．場合には，雑音アンサンブルをπ∫①と書くことにす

れば，

　　　　　曜（の一線1に写；　　　　　　（・）

として，尋④がこの操作を受けた後の波形として，㌶②と書くことにすれば，

　　　　　　　　　　　　　　　ノz器（のxΣノzf’　（t）z〆（t－nT6）　　　　　　　　　　　　　（10）
　　　　　　　　n　；一．OO

から鑑（ω〉を求めると

　　　　　㌶（・）孝．．∫．．。．・f’∫1．．・1｝’（t）び・・…・撫レ・一・T6凹・　（・・）

となるから雑音’成分も儒号と間じ帯域んωoを：有するものとして，

　　　　　㌶（・〉づ．．．．・6・（・’一nto6）π圃（圃礁強勿（・・ω6）・望（・一nco6）（・2＞

ここに，！ノ罵ωノ／2π

鍔（・）一レ脚・

である。

（12）式は一丁～Tまでの雑音アンサンブルが相関パルスによって操作をうけた後のFourier変

換を示している。さて前と絹様に低域フィルターY（tw）を通すことによって，

　　　　　　　　　　ゐニ
　　　　凶ω）訂6Σπノ（ノzω6）尋（ω一πωる）y（∫ω）　　　　　　　　　　　（13）
　　　　　　　　　？乙．．＝．　ん

となる。低域フィルターの帯域は入力雑音の帯域に比して充分に狭いものであり，ある程度以

上大なるTではノ～教ω一刀ωる）は土ん∠ωo，（y（ノω）の帯域）内ではほぼ一定値と見なすことが出来

るので，（！3）式は次の如く書き表わすことが出来る。

　　　　婦＠識：伽∵y（’co＞1　　（・・）t

これ，から雑音平均電プコは，

　　　　　砕瑠噂肪一臨礪房デ（耳刷2　　．　（・4）

　　　　　」ω＝kACDo
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雑音の平均値を0として，雑音周波数スペクトラムを次の如く定義することにより，（14）ノ式が

得られる。

　　　　　w（・）隅隅纏研

として，

　　　　　耐1∵・（i・）IW勘π（ncD6）1・肺ω6＞　　　　（・4）t

（14）t式は，雑音成分のみが，相関操作を施された後の雑音電力を示している。（8）式と（14）ノ式

とから，出力の儂号対雑膏比が計舞され，（15＞式のようになる。

　　　　　（裁聖一総総畿ll諜∴　（・5）

ここに，ゐ＝ω。／2π，4f6　・一　d　co。／2π，

さて，ここで，」ω》ノωoであるから

　　　　　∫　　　　　ノゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　ん
　　　　　　　lY（tra））】24プ＝4乃Σ】yr（igdtu。）12

　　　　　－4ω　　　　　　　　　　　…．ん

と近似することが出来るので，（15）式は（！5＞ノ式に書きかえられる。

　　　　　　　　　　　ん

　　　　　（餅畿器瓢1謬欝審謙　　　（・5）’

　　　　　　　　　　　　・ん　　　　　　　　　　一．・ん

（！5）！式ぱ，この方式によって得られるべき信号対雑音比を示している。

　　今，一例として，次のような仮定を設けることにする。まず，相関パルスとして，δ一関数

近似の出来る幅の狭いく形パルスを選ぶことにする。

あ、いは1：ll）：劉｝　　　　　　（・6＞

また，低域通過フィルfi・一の伝達関．数Y（～ω）としては，帯域幅をノω一々ノωoとするく形フィル

ターであるとする。すなわち，

　　　　　Y（’i・）一㍑ほ鋼　　　　　　（・7）

それに入力雑音は白色雑音であるとして，

　　　　　W（ω）＝W（const．）（lcog≦た」ω0）

この様な条件の下では，（15）！式は

　　　　　　　　　　　　　　ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　（餅ゑ亀畿1淵灘　　　　　　（・8）
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ここで本方式によって，いかに信号対雑音比が改善されるかを知るために，相関操作が行なわ

れる以前の信号対雑音比（S／N）fを（19）式のように書き表わすことによって，〈18），（19）ノ武か

ら，（20）式が導かれる。

　　　　　　　　　　ん

　　　　　c鋸警叢費　　　　（・9）
　　　　　　　　　　　　．一ん

　　　　　W（ne）6）＝W（const，）　とすることにより，

　　　　　　　　　な

　　　　　僑レ爆謙劉　　　　　（・9）’

　　　　　（sN）。「茨遭蕨（書），　　　　　　　　　（・・）

（20）式において，f6はレーダーくり返えし周波数，（21e十！）A／bは，低域通過フィルターの帯域

輻であり，両者の比，fe／（2た＋1＞dfoが本方式によって改善されるべき信号対雑音比の改善度で

あることがわかる。すなわち改善度は，dbにて，1010g（fo／（21e＋1＞dfe）であることが知れる。

データー獲得時闘は，foと声との差，すなわちdfoによって，7■汗！／41と与えられ，また，

距離分解能は，最大探知距離と距寓1点語能との比をαにて表わせば

　　　　α　dmi。＝・　dm。。，

ここにdmii、は，距離分解能，　d㎜。。は，最大探知距離である。最大帯域が，！である系の分解

可能な最小時間差は，1／2fであろうから，これらの関係として，

　　　　・F藷・　　　　　　　　　（25＞
ここでFは，

　　　　F「盛暑匪・

であり，信敵対雑音比改善度である。（25）式は，距離分解能指数と，信号対雑音比の改善度の

積はこの方式によって延長されたデーター獲得時間の改善以前のそれとの比に等しいことを示

している。すなわち7’，‘とαとによってFの⊥限は制限される。f・一一i次元レーダーでは，レーダ

ーくり返えし周期Toは，非常に小であって，かつ，測距離用レーダーの如くに，相当大なる

αを要求する場合でない限り，この方式は，次の一例によっても充分有用であることが知れる。

…例として，α瓢80，To・・1／80　kc，　T，，　＝　1／12c，としたときにはF・・　83となり，電力にて，83倍

の改善がなされることが知れる。なお，（16）式，（17）式のような仮定の下では，入力信号波形

と轟力信号波形は，梢似であって，出力信号波形は入力信号波形の時間的1広大を受けているに

すぎないものである。相関パルス波形及び低域ブイルターを，いかに選定することが最適であ

るかは，追って発表したく思っている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　4．　模擬実験

　　こうした考えのもとに，信号対雑音比改善の装置を試作し，擬似レーダー信号として，く

形パルス発生器と，雑音発生器嵐力を結合して，この装置の入力と出力端の波形を直接観測し

て，信号対雑音比の改善度，波形を観測した。まず，この装置のブPック図を示すとFig．4に

なるが，これを簡索に書き改めるとFig．5のように表わされる。　Fig．4にそってこの装置の動

作を説明すれば，まず，入力端から加えられた入力信号は，サンプリングヘッドにより50　ns

幅の相関パルスにて，相関操作がなされ，その後，パルス状の波形は，その電力を増大するた

めに，保持回路を通され，増幅され，後，低周波藏流増1隔器を通って，Y（瑚で示される低域

フィルターを通り増幅され，出力信号となる。一方，相関パルスク）同期としては，次の如くな

　　　　　　A
　　　　　　力高周波　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湶　持
　　　　　　　増幅s、、　乗算番　面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増暢　　フィル外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団　路
　　　　　　　　ノィノし外

〇
七ニター

JZコーア。

マ弓！ヲ「
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っている。

すなわち，クライストPントリガーに同期した80　kcのマルチバイブレーターから，　・目．鋸歯

状波を作成し，これと，別に設けられた低速度の鋸歯状波の電圧値の比較によって，両者の電

圧値の等しい時刻にパルスを発生せしめるパルサーを相関パルス発生のトリガーとし，低速度

鋸歯状波の一・凋期がデーター収束時闘となるものである。云い換えれば，相関パルスの位相を

低速度で直線的に変化せしめ，1立相角2πをもってくり返えし掃引し，一・つの信号胡関を終え

るものである。

　　以下，実験に際して選定した諸条件を述べ、併せて，その意味をつけ加えておいた。

　（i）レーダーくり返えし周波数ノ1嵩80kc

　　　これによると，1maX罵1，9　kmとなる。

（ii）擬似反射儒．号パルス輻τ一！00　ns

　　　（闇波数スペクトラム0）主要部分は10Mc内に入る。〉

（iii）　低閥波鋸【tti　1犬波周期　1／411識83　ms

　　　デ＿ター獲得時澗であり，1秒闘に12コの受信信号アンサンブルが得られる。この程度

　　であれば実用上，二障のないものと思われる。

（iv）　1氏」或フィルター帯」或幅　df’一・　500　c／s

　　　これによ」”・て，信．四二雑音比改善度は，電力にてノ1／2Md＝80から80倍となる。また，

　　（iii）と（iv＞とより距離分解能指数は，2df7，dfo　r一　83となる。すなわち，全レンジ0）1／83の

　　距離をおいて存在する2つの物体を区別出来るということで，これは，約23mとなる。

　　以しの予想のもとに，実験によって得られた写真を示す。まず，Photo　1．によ・）て擬似及：

射パルス波形を示した。Time　scaleは，200　ns／cmで，パルス幅は100　nsのものである。入

力信号の信号対雑音比はこの一幅僖を変化させて決定し，雑音レベルはいずれも等しいもので

ある。

　　以…ドPhoto　1によって示した振幅値の時をO　dbと定めることにする。　Photo　2～4は，い

ずれも，一20dbの時であって，　Photo　2は，入力信号の単一掃引波形であり，もちろん儒号成
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分は全く認められない。Photo　3は，本装置出力を示しており，比較のため，4つのアンサン

ブルを垂直位置を変えて表わした。これが信号雑音比改善のなされた波形である。明確ではな

いにしろ，明らかに信号の存在を知る事：が出来る。また，Photo　1を1／30秒間の連続掃引を行

ない撮影したのがPhoto　4であって，実際，　Aスコープ表示によって，肉眼で観測する場合に

は，Photo　4のように現われるのであるが，これによっても，信号成分は，ほとんど発見する

事が出来ない。Photo　4による信号の検出と，Photo　3とによるものの，いずれが容易であるか

は，ここでは問題ではない。それは，本方式がレーダー信号の自動的検出を目的としたもので

Photo　1．

Pho亡02。

Photo　4．

Photo　3．

Photo　S．
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あって，表示方式の一つではないからである。Photo　2よりも，4による方が判定が容易である

事は云うまでもなく，我々の視力が一種の相関器となって働いているのであって，この場合，

残像現像が信号幽幽幽幽改善に寄与しているものである。

　　次に，一15dbの場合をPhoto　5にて示した。入力信号の波形は，一20　dbの場合のPhotQ

2及び4に準ずるので省略したが，この場合にも，入力信号の観測によっての信号成分の検出

は，不可能に近い。さて，Photo　5は本装置出力信号の波形を2コのアンサンブルで示したが，

そのいずれにおいても信号成分の存在は，かなりはっきりしたものとなっており，実用上信号

成分の検出は，かなりの信頼度をもって可能であると云うことが出来る。

　　同じくして，一10dbの時の波形をPhoto　6，7，8で示した。　Photo　6は入力信号の単一掃

引波形であり，信号成分に関して，それらしきものの存在が，わずかに認められるようになり，

ほぼ写真中央に，かすかに他とは異なった形状を発見する事が出来る。しかし，判然としたも

のではなく，信号成分の検出は，不可能である。一方Photo　6にある入力信号波形を1／30秒間

の連続掃引によって撮影したのが，Photo　8であるが，ほぼ中央部分に，雑音の平均値が，わず

かに信号成分，すなわち，100　ns幅のく形パルスの形状を現わしているのがわかり，　Aスコー

プでの観測によっては，大体信号の検出が可能であるかと思われる。さて，信号対雑音比の改

Phota　6．

Photo　8．

Photo　7．

Photo　9．
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善がなされた波形を，Photo　7において示したが，ここでは，信号成分の検出にあたり，もは

や雑音成分の存在は，ほとんど何ら障害を与えないものとなっており，良好な信号対雑音比を

得ている。

　　最後に，一5dbの場合を，　Photo　9及び10で示した。　Photo　9及び10から各々の信号対雑

音比を大まかではあるが，求めてみると，入力信号でのそれは，およそ5倍程度であり，また

出力信号においては，400倍にもなっていることが知れる。この事から，信号対雑音比改善度

は，80倍程度であるものと思われる。にごで云う信号対雑音比とは，信号成分最大瞬時電力の

雑音平均電力に対する割合であり，雑音平均値は。である。）前の計算式からF－fo／2df－80と

得られたが，この事によって計算結果と，よく一致しているものと思われる。なお，実用上，

差しつかえのない量として，データー獲得時間を83msに選んだが，データー獲得時間を延長

する事によって，相関時間をより長いものとし，望むかぎりの信号対雑音比の改善を得る事が

出来，出力での電力表示信号対雑音比は，データー獲得時間に比例して増大せしめる事が出来

Photo　10．

〆鱗r： 1こ凹目

・1詑拷

　　　蝋譲《．　騰、

鯨還鶴

Photo　11．
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る。しかるに，信号対雑音比改善の上限は，このデーター獲得時間によって，制約を受けるこ

とになり，二次元レーダーや遠距離レーダーの如くに，もともと，データー獲得時間の長いも

のに対しては適用する事が1：i二｝来ない。おわりに，本装置の外観をPhoto　1！で示したが，写真中

の装置は，波形指示部のC．R．Tを除いて，　Fig．4（a）及びFig．4（b＞のすべてであり，これか

ら，本装置の簡略さを知る事が出来るものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　5．　あとがき

　　今までにはなかった一一一一一次元，短矩離レーダー信号の一黒潮方式を発表し，その信号対雑音

比改善の程度を計算によって求めてみた。また，距離分解能，最大探知距離，レーダーく1）

返し周波数（P．R．F），データー獲得時間からの信号対雑音比改善に対する拘束条件を調べ

て，その結果，軌道用準載レーダー等，ある種のレーダー受僑装置に用うるにあたり，充分有

効である事を指摘した。また，これらの考えのもとに，擬似反射信号を入力として，実験室で

の実験を行ない，こうした華実を明らかにすると共に，その1：1：1力波形の様子を知る事が出来た。

実用にあたっての諸条件を考えて選んだ実験条件では，約！9dbの信号紺雑音比の改善が

なされるべきことを計算結果より指捲看し，また，実験結果も，これと間程度であることがわか

った。
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